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取り付けとち続 

お買い上げいただをありびとラございまず。 


A 警告 


本磯はま全のためのを意事項を守らないと、 
火災や人身事故の原因となります。 


この r 取0付けと接続」および取扱説明書には、事故を防ぐた 
めの重要な注意事項と製品の取0扱いかたを示しています。 
この r 取り付けと接続 J および取扱説明書をよくお読みのうえ、 
製品を安全にお使い<ださい。お読みになったあとは、いつ 
でち見られるところに必ず保管してください。 
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取り付け部品の確認（付属品） 

① ® K 5 X 8 

(2) @ T 5 X 8 

@ 電源コード 

(5) 飾りフ レー ム* i 

穿 

(4) 

辨 
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取り付けキット GMD-237 (欧州車、マツダ車、フオード車巧）をお使いになるときに使用します。このとき、 
GMD-237 に付属されている飾りフレームは使用しません。 


ビス•ナット類 

• 必ず付属のビス類をお使いください。 

• ビスやナットを締めるとき、他の配線を陋みこまないよラにごミ主意く 
ださい。 

• 車体のボルトやナットを使って共締めやアースをするとを、八ンドル 
やブレーキ系統のものは絶対に使わないでください。 

• かしたビス類は、ル箱や袋に入れて紛失しないようにしてください。 

• かずビスの種類び多いとさは、ミ居同しないよラにしてください。 



ソニー FAX インフオメーシヨンサービスのごま巧 （FAX け電話でご巧厢こなれます) 


力ーフィッティング FAX ヴービス車丽メーカー、車種•車輔お式別の力ーオー 
ディ オ部の取り外しち法、 各種センサー巧置等の資料 
① インデックスの入手/ 03-3552-7209 一車 S メーカー別の BOX ま号を受信 
©資料請ホ/ 03-3552-7488 ー アナウンスに従いご希望の車種の該当 BOX ま号 
を入力して < ださい。 


24 時間 

お手元の FAX で 
^資料が取 D 出せます< 


• ソニー FAX インフォメーションサービスをご利用の際のインデックス入手料-資料請ホは通話料のみ 
お客様のご負担とな D ます。また FAX の機能によっては受信でさない場合びあ D ます。 

• FAX サービスのメンテナンス日は 毎ち第 2 木曜日午前 8 : 00 〜午を 11: 00となってお D ます。 
ご迷惑をおかけしますび、当日前記時間帯は資料を取 D 出すことはでをません。ご了承ください。 

(第2木曜日び祭日の場合は前日の水曜日をメンテナンス曰とさせていただきます。） 


商 品の修理、お取扱いち法、お買物相談などの問い合わせ 

参 http :// www . sony . co . jp / SonyDrive / 
お客様ご相談センター 

• ナビダイヤ J レ .220570-00-3311 

(全国どこからで电巿巧通話料でご利用いただけまず） 

• 携帯電話’ PHS でのご利用は.. 03-已 448-33 11 

(ナビダイヤルびご利用できない場合はこち日をご和用ください） 

• FAX 04巨 6-31-2595 

受付時間：月〜金 9:00-20:00 ± ■曰■祝日 9:00-17:00 
お電話は自動音声麻答にてお受けしています。 


ソニー株式会社干 141-0001 東京都品 j II区化品II 6-7-3 已 


立ををのために 


警告表示の意な 

r 取0付けと接続」および取扱説明書では、次のよラな表示をしています。 
表示の内容をよく理解してか5本艾をお読みください。 


A 警告 


この表示のを意事項を守5ないと、火災-感電などによ0 
死亡や大けびなど人身事故の原因となります。 


注意を促ず記号 

火の 感電 

巧為を禁止ずる記号 


A を思 


この表示のを意事項を守5ないと、感電やその他の事故に 
よりけびを したり 自動車に損害をちえたりすることびあり 
まず。 


0 


分解禁止 



下記の注意を守5ないと义災 • 感電に 

A 警告 

火災 感垂 より 夕 LL や 天け口 ■の原因となりまず。 


取り付けはお買い上げ店に巧巧する 

本機の取り付けには専門知識が必要です。 
万一、ご自分で取り付けるとさは、「取り付 
けと接続」の説明に従って、正しく取り付け 
てください。正しい取り付けをしないと、火 
災や感電の原因となります。 



取り付け、接続作業をするとをには、が 
ずイヴニ ッシヨンキーを OFF にする 
か、キーを巧いてお< 

イグニッションキーを ON にしたまま作業を 
すると、バッテ U —あがりや、ショートによ 
りヒューズ飛びや発煙などの原因となりま 
す。 



本機は DC 12 V マイナスアース車専用で 
ず 

大型トラックや寒冷地仕様のディーゼル車な 
ど、 24 V 車で使用すると火災などの原因とな 
ります。 

0 

禁止 



巧手巧用エアバッグシステムの動作を巧 
げないよラに取り付ける 

動作の妨げになる場所に取り付けると、エア 
バッグが正常に働かず、けがの原因となりま 
す。 



運拓操作や車がの可動部を巧げないよラ 
に取り付ける 

運転の巧げになる場所、車体の可動部の巧げ 
になる場所に取り付けや配線をすると、事故 
や感電、火災の原因となります。 

• ネジやシートレールなどの可動部にコード類を 
はさみ込まない。 

• コード類はまとめる。 

• ステア U ングやシフトレバー、ブレーキペダル 
などび正しく操作できることを確認する。 

0 

禁止 



ステアリングやブレーキを統、タンクな 
どにある車の性能を維持するための部品 
を使わない 

車体のボルトやナットを利用するとさ、ステア 
U ングやブレーキ系統、タンクなどの部品を使 
ラと、制動不能や火災の原因となります。 


パイプ類、タンク、電気配線などを傷つ 
けない 


火災の原因となります。車体に巧を開けて取 
り付けるとさは、パイプ類、タンク、電気配 
線などの位置を確認して < ださい。 



雨、水びかかる場所、湿気、ほこ D のを 
い場所には取り付けない 

上記のよラな場所に取り付けると、火がや感 
電の原因となります。 


分解や改造をしない 


火おや感電、事故の原因となります。 

電源 U — ド線の被覆を切って、他の機器の電 
源を取ると、 U — ド線の電流容量を超えてし 
まいます。内部の点検や修理はお買い上げ店 
またはソニーサービス窓口にご依頼くださ 
い。 



分解禁止 



規定容量のヒューズを使ラ 

ヒューズを交換するとさは、必ずヒューズに 
記された規定容量のアンペア数のちのをお使 
い<ださい。規定容量を超えるヒューズを使 
ラと、火災の原因となります。 



A 、千^ 下記の注意を守目ないと I すをしたり 
/!\江后、自動まに損害を ちえたりすることがありまず。 


付属の部品で正し<取日付ける 本機の通気□や放熱坂をふをびない 


他の部品を使うと、機器の内部を傷つける、 通気口や放熱板などをふさぐと、内部に熱がこ 

しっかり固定でさないなどで、火災やけがの をり、火災の原因となることがあります。 

原因となることがあります。 


ま定した場所に取り付ける 

振動の多いところや、天井などに取り付ける 
と、製品が動く、落ちるなどにより、事故や 
けがの原因となることがあります。 











o 接続ずる前に _ 

• バスケーブルやコード類を外すとさは、コネクター部分を持って抜いてください。 

コードを引っ張ると、コードび抜けてしまうことびあります。 

• 車両側から本機に配線する場合は、ソニー配線キットをおずご使用ください。 

配線キットをご使用にならないと故障の原因となる場合びあります。当社では車種別配線 
キットを用意してありますので、お買い上げ店にご相談ください。 

続する 


•この r 取り付けと接続」に記載されている取り付け、接続先の機器は、付属品を除さすべて 
別売品です。接続の際は、必ず接続先の機器に付属の説明書を併せてご覧<ださい。 

別売品の仕様については、お客様ご相談センターまたはお買い上げ店にご相談ください。 

• FM / AM アンテナコード、バスケーブル、 RCA ピンコード、および電源コードの各コード 
は、でさるだけ離して配置してください。ノイズの原因となります。 


© ® 


フロント スピーカー 


DVD プレーヤーに付属 



*1 RCA ピンコード 


*3 


ホ /! 

*5 


バスケーブル 

CD / MD チェンジヤーまたはソースセレクターに付属の 
RCA ピンコード/バスケーブル、または RC - が （1 m )、 
RC -62 C 2 m ) などをご使巧ください。 

RC -64 (2 m )、 RC -65 C 5 m ) などをご使用ください。 
車両側に接触するときは、 RC - U 305 (0.5 m ) をご使巧 
<ださい。 


r ^ D / MD チェンジヤーを2台つなぐとをの接続 


わ1, 3 


.1 


ソースセレクター 
XA - C 3 日など 



CD/MD 
チェンジヤー 


CD/MD 
チェンジヤー 


M . 3 


.」 


FM / AM カーアンテナから 


ノ\:ワーアンプのリモート入力へ 

ノ ':ワーアンプへの接続専用コードです。 

他の機器へ接続すると故障の原因となります。 


最大許容電流 0.3 A 


青/白 


楊/白 


捏/白コード、巧を 
コード、黄ちコード 
を接続ずる前にァー 
スして < ださい。 


里 


〇 


車両のイル S ネーシヨン電源へ 

車のへッドライト（スモールランプ）スイッチを入れたとを、本機のディスプレイび減 
光します。 

必ず先に黒色コードをアースしてから接続して<ださい。 


車体の金属部分へ 

車体の金属部分に確実にアースして<ださい。 



フ □ントス ピーカー 


青 


最大許容電流0 .1 A 


パワーアンテナコント□—ルリード、または純正アンテナプースターアンプ 
の電お 一 I —ドへ 

ラジオの受信中は、このコードから12ボルトのコントロール巧電源を供給しま 
す。くわしくはお手持ちのノのーアンテナの説明書をご覧ください。 


•車種（リアまたはサイドガラスに内蔵しているプ U ント線状の FM / AM アン 
テナの場合）によっては、純正アンテナブースターの電源供給コード（車両 
備に接続する必要びあります。 

• U レーボックスの付いていないパワーアンテナは使巧でをません。 

>車側にパワーアンテナや純正アンテナブースターびない場合、あるいは手 
動式の□ッドアンテナの場合には接続の必、要はありません。 

• ノイズ防止のため、スピーカーコードや電源コードからでをるだけ離して 
取り付け、配置してください。 


右 




灰 


灰/黒 


水色 


ATT 入力 



力ーナビゲーシヨンシステムの ATT 出カコードへ 

ソニーのナビゲーシヨンシステムの ATT 出力に接続します。 


左 




赤 


リアス ピーカー 


ち 




黄 


〇 




アクセサリー ( ACC ) 電源へ 

車のキーを LOCK か OFF にすると電源供給び切れて、 ACC にすると電源 

び入るところ（ラジオ回路など）に接続します。 

•必ず先に黒色コードをアースしてから接続して<ださい。 

•バッテ U —電源など、常時通電しているところには接続しないで<ださ 
し、。バッテ U —上びりの原因となります。ただし、アクセヴリー 
( ACC ) ポジションびない車の場合は、バッテリー電源へ接続してくだ 
さい。その際、接続した後、本機の OFF ボタンを巧し続け、表示び消 
えていることを確認してください。表示されたままだと、バッテ U —上 
びりの原因となります。 

バッテリー （ BAT ) 電源へ（常時通電している電源へ） 

車のキーに関係なく、常時通電しているところでヒューズの容量値しソ上の 

電源び取れるところに接続します。イグニッションキーを OFF にすると、 

メモリー保持巧の電流だけび流れます。 

•必ず先に黒色コードをアースしてから接続して<ださい。 

•電源の黄色コードを接続するとさは、本機のヒューズ容量び車両側（純 
正ラジオ用バックアップ電源）のヒューズ容量よりルさい値であること 
を確認してください。また、アンプなどを接続したシステムで使用する 
場合は、総ヒューズ容量び車両側のヒューズ容量より小さい値であるこ 
とを確認してください。もし車両側の容量びルさい場合はノくッテ U -か 
ら直接電源を引いてください。このことを確認しないと異常び生じた 
時、車両のヒューズび先に切れ、他の機器び機能しなくなります。 















0 取り付ける前に 


接続しないコードは金属部分を露出したままにせず、絶縁して取り付けてください。 
絶縁しないと思わめ故障の原因となります。 


取り付け場所 

ほこりのをい巧 
磁気を帯びた所 

直射曰光やヒーターの熱風などび当たる所 
雨び吹さ込んだり、水びかかる所、湿気 
の多い所 

フ a ント J け、ル取り巧け時のごを意 

本機のフ□ントパネルを開けたとさ、フ□ントパネルの一部び本体からはみ出します。取 
り付けた車両側に接軸部分びないことを確認してください。 



こんな取り付け場所はお避けください。 

• 運転の巧げになる所 
• グローブボックスのふたの開閉や、灰皿 
の出し入れの巧げになる所 


フ□ントパネ j レ操作時のごま意 

本機の下段にカーオーディオ機器を取り付けた場合、本機のフ□ントパネルを開くとなのよ 
ラなことび生じることびあります。このよラなとさはフ□ントノ（ネルを閉じてください。 
—下段の機器のボタン類び操作でをない 
—下段の機器の表示窓び確認でさない 

—下段の機器のソフトに D、MD、 カセツトテープなど）び交換できない 


センターコンソールやインダッシュに取り付ける 

トヨタ車、日産車、兰菱車のほとんどは純正力一才ーディオを外して、そのあとに本機を 
取り付けられます。取り付け可能車はお買い上げ店にお問い合わせください。 

お車び上記 U がのとをは、取り付けキットが必要でず。お買い上げ店にご相談ください。 


ごま意 


•純正ブラケットを本機に取り付けるとさ、本機側面に刻 
印されている T ( トヨタ車用)、 N (日産車巧）マークに 
ブラケットの取り付けネジ巧を含わせて、付属のネジ ® 
または®で取り付けてください。 

•水平か5+60度 1U 巧で取り付けてください。60度を超え 
て傾けて取り付けると、 CD の音とびなどの原因となりま 



す。 

•本機を車に取り付けるとをは、 
必ずフロントパネルを閉めた 
状態で作業をしてください。 

フ□ントパネルを開けた状態 
で取0付け作業を巧ラと、パ 
ネルに無理な力び加わり故障 
の原因となります。 




トヨタ車 /H 養車の場合 （イラストはトヨタ車の場合） 

©と®のネジは取り付ける車両により使い分けて 
<ださい。 

兰菱車に本機を取り付ける場合は、©のネジをご 
使用ください。 



曰産車の場合 



i * 付属の皿ネジ①またはトラスネジ⑤で取り付けてください。 
他のネジを使用ずると故障の原因となりまず。また、車 
両側の純正ブラケットを通さず、本体に直接ネジを締め 
付けると故障の原因になりまず。 

且取り付けと猫就’解わった5 

D 取り付けや接続に誤りびないか、各コードは確実に接続さ 
れているかを、もラー度確認する。 


凸本体を取り付ける 


0 ブレーキランプやライト、ホーン、ウィンカー、ワイパー 
など、すべての電装品び正しく動くことを確認する。 



純正カーオーディオを取りがす。 

センターコンソ ーJ レやインダッシュから純正オーディオを取り外します。用又り 
外しかたび分からない場合は、この「取り付けと接続」表面に記載されている 
ソニ ーFAX インフオメーシヨンヴービスなどをご利用ください。） 



本機を取り付ける。 

カーオーディオを取り付けていた純正ブラケットを利用して、本機を取り付け 
ふ 〇 


ごま意 


•本磯のフ□ントパネル部の表示窓を押したり、ボタンに強い力を加えたりしないでくだ 
さい。 

• 本磯の上部に物をはさみ込まないでください。 



リセットボタンをつまよラじの 
巧などで押す。 


ごを意 


• 針のよラなをので強く押すと故障の原因と 



なります。 I」たツトボタン 

•U セツトボタンを押してから10秒間は、ディスクを入れないでください。 

U セツトされないことびあります。 

その場合は、ちラー度 U セツトボタンを押してください。 

•U セツト徽ま、必ず OPEN ボタンを押して一啟てネルを開けてか5他の操作をしてくださ 


い。 


口本機び正しく動作ずるか確認ずる。 


ごを意 


すでにディスクび入っている場をは、挿入し直してか5操作してください。 U セット後その 
まま操作すると、「N0 Disc」 などのエラー表示び出て正しく動作しないことがあります。 











システム接続例 

2台政上のチェンジ巾一を接続する場合は、ソース t レクター XA - C 30 が必要です。 


接続例1 



アクティブ 
サブウーファー 


フ〇ント 
スピーカー 


U ア 

スピーカー 


( XS - AW 5 X ) 


接続例2 




フ〇ント 
スピーカー 


U ア 

スピーカー 



接続例 3 




パワーアンプ 


XM -460 GTX など 



フ〇ント 
スピーカー 


U ア 

スピーカー 


サブ 

ウーファー 


巧続関係のごま意 


電源配線について 

車種によっては、車両側の配線が細い（電流容量不足）ため、エンジンアイド U ング時にライト 
やエアコンを動作させると、正常に動作しないことがあります。この場合は、電源コード RC - 
39を使って電源配線をすることをお勧めします。 


純正アンテナブースターの接続 

車種 （ U アまたはサイドガラスに内蔵しているプ U ント線状の FM / AM アンテナの場を）によつ 
ては、純正アンテナブースターの電源供給コード（車両側）に接続する必要があります。この場 
合はパワーアンテナコント□-ル]-ド请色）または、アクセヴ U - 電源（赤色）を接続して 
ください。くわしくは、お買い上げ店にご相談ください。 


/ 《ワーアンテナをお使し M こなる場を 

本機裏面から出ている青色コードをパワーアンテナ0」レーボックス付き）に接続してお使いに 
なると、ラジオの電源を入れた時にパワーアンテナが自動的に出ます。 


ACC (アクセサリー)ポジションの無い車に本機を取 
0付けた場合の操作上のごを意 

お車を離れる際は、必ず本機の OFF ボタンを押し続けて表示が消えたことを確認してくださ 
い。 OFF ボタンを短く巧しても、表示が消えずにバッテ U - 上がりの原因となります。 


綱かな？ 

接続関係に誤りがあると、政下の不具合が出ることがあります。 

表面の「且接続する」に従って、正しく接続されているかちう一度ご確認ください。 


症状 原因•処置 


電源び入5ない。 • アース用コード（黒色)、アクセサ U —電源用コード（赤色)、バッ 

音び出ない。 テ U —電源巧コード（黄色）び正しく接続されていない。 

• スピーカー 接続時、 スピーカー 出力の設定び正し<ない。 

-••2 スピーカーで 聞く時は、 スピーカーバランスをフ n ント、あ 
るいは U ア側にしてください。 

• スピーカーコードび 外れている。 

• ヒューズび切れている。一お買い上げ店にご相談ください。 

• 電源コードび正しく接続されていない。 

• イグニッションキーに ACC ポジションびない車に取り付けてい 

-^ SOURCE ボタンを押すかディスクを挿入して電源を入れて < だ 
さい。 

• 車のバッテ I 」一び正し <接続されていない。 


フ n ン トス ピーカーと スピーカーコー ドび逆に接続されている。 

U ア スピーカーの 音び ー スピーカー コードの接続を確認してくださし、。 

をに出る。 


ラジオび受信でをない。 • I 」アまたは、サイドガラスに内蔵しているプリント線状の FM/AM 

雑音しか出ない。 アンテナの場合、パワーアンテナコント□-ル U — ド（青色）また 

は、アクセサリー電源コード（赤色）を、純正アンテナブースターの 
電源供給コード（車両側）に接続してください。 

くわしくは、お買い上げ店にご相談ください。 

• オートアンテナび上びっていない。 

ーパワーアンテナ]ント□-ルリード盾色）の接続を確認して 
<ださい。 

• アース用コード（黒色）び正しく接続されていない。 

• FM / AM 力ーアンテナとの接続を確認してください。 


車のライトを ON にしてわ イルミネーシヨン用コード（撞/白色）か正しく接続されてし''ない。 

イル S ネーシヨンげ点灯し 

ない。 


ス ピーカーを接続すると さは 


次のことをお守りください。スピーカーの故障や破損の原因になります。 

• スピーカーを接続する前に、必ず本機の電源を OFF にする。 

• インピーダンス4〜8^2のスピーカーを使ラ。 

• 充分な許容入力を持つスピーカーを使ラ。 

• スピーカーの©、©端テを車のシャーシなどに接続しない。 

• 本機のスピーカーコードどうし（特に®端子どうし、©端子どうし）を接続しない。 

• 既設の純正スピーカーコードを使う場合、左ちのスピーカーコードの©側が共通になってい 
るちのは使わない。 

• 本機のスピーカーコードにスピーカーを接続しない場をは、端テにビニールテープを巻いて 
<ださい。 

• 本機のスピーカーコードにアクティブスピーカー（アンプ内蔵スピーカー）を接続すると、本 
機を破損するおそれがあります。アクティブスピーカーの使用を避け、通常のスピーカーを 
お使いください。 

• トヨタ車や三菱車、日産車にはトレードインスピーカーがあります。くわしくはお買い上げ 
店にご相談ください。 

• 本機のア—ス用コ—ド（黒色）をスピーカーの©端テに接続しないでください。 


ヒューズについて 

•本体の後面にあるヒューズが切れたときは、配線などをチェックして必ず原因を確かめ、適 
切な処置をしてください。その後、ヒューズに記してある規定容量（アンペア数）のヒューズ 
と交換してください。 

• 本機の黄色コード（バッテ U —電源入カコード）を接続する前に、本機のヒューズ容量が車両 
側のヒューズ容量（ラジオまたはオーディオ電源）よりルさい値であることを確認してくださ 
し、判断が難しい場合は、お買い上げ店にご相談ください。 

















